
StarOSのタスク

この付録では、ASR 5500と仮想プラットフォーム上の StarOSで実行されているシステムとサ
ブシステムのタスクについて説明します。

この付録は、すべての StarOSタスクの包括的なリストではありません。StarOS内のプライマ
リタスクとサブシステムの一般的な説明だけを示します。

重要

内容は次のとおりです。

•概要（1ページ）
•プライマリタスクサブシステム（2ページ）
•コントローラおよびマネージャ（4ページ）
•サブシステムのタスク（4ページ）

概要
冗長性、拡張性、および堅牢なコール処理のために、StarOSは特定の機能を実行する一連のタ
スクをサポートします。これらのタスクは、必要に応じて、制御信号とデータ信号を共有する

ために相互に通信します。その結果、複数のタスクにまたがってプロセスを分散させることが

できるため、特定のタスクの全体的なワークロードが軽減され、システムのパフォーマンスが

向上します。この分散型設計は、障害によるプロセスまたはセッションへの影響を著しく軽減

する障害抑制を提供します。

Execモードの show taskコマンドは、StarOS内の実行中のプロセスのスナップショットを表示
します。このコマンドの詳細については、『Command Line Interface Reference』および『Statistics
and Counters Reference』を参照してください。

次の項では、StarOSによって実装されるプライマリタスクについて説明します。

•プライマリタスクサブシステム（2ページ）
•コントローラおよびマネージャ（4ページ）
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プライマリタスクサブシステム
CPU上で実行される個々のタスクは、サブシステムに分割されます。次に、コールセッション
処理を担当する主要なサブシステムのリストを示します。

•システム開始タスク（SIT）：このサブシステムはタスクを開始し、システムを初期化し
ます。これには、システムのスタートアップ時間（静的タスク）に一連の初期タスクを開

始すること、および任意の時間にオンデマンドで個々のタスクを開始すること（動的タス

ク）が含まれます。

•高可用性タスク（HAT）：リカバリ制御タスク（RCT）のサブシステムを使用すると、
HATサブシステムはシステムの動作状態を維持します。HATは、システムのさまざまな
ソフトウェアコンポーネントおよびハードウェアコンポーネントをモニタします。異常な

動作（別のタスクの予期しない終了など）がある場合、HATサブシステムは適切なアク
ションを実行します。たとえば、イベントを RCTサブシステムにトリガーして修正措置
を実行したり、ステータスをレポートしたりします。HATタスクの主な機能は、サービ
スへの影響を最小限に抑えることです。

•リカバリ制御タスク（RCT）：このサブシステムは、システムで発生した障害に対してリ
カバリアクションを実行します。RCTサブシステムは、HATサブシステムから信号を受
信し（NPUサブシステムからの場合もある）、必要なリカバリアクションを決定します。

•共有設定タスク（SCT）：このサブシステムは、システム設定パラメータの設定、取得、
および通知を受信する機能を提供します。SCTは主に、システム上で実行されているアプ
リケーションの設定データの保存を担当します。

SCTサブシステムは、アクティブな管理カード上でのみ動作し、そこに含まれている情報
をスタンバイ管理カード上の SCTサブシステムと同期します。

•リソース管理（RM）：このサブシステムは、スタートアップ時にシステムタスクごとに、
CPUの負荷とメモリなどのリソースを割り当てます。RMサブシステムは、リソースの使
用状況をモニタして、割り当てが指定どおりであることを確認します。また、RMは、す
べてのセッションをモニタし、セッションコントローラと通信して、キャパシティライセ

ンスの制限を強制的に適用します。

•バーチャルプライベートネットワーク（VPN）：このサブシステムは、システム内のす
べての VPN関連のエンティティの管理面および運用面を管理します。VPNサブシステム
によって実行される機能には、次のようなものがあります。

•個別の VPNコンテキストの作成

• VPNコンテキスト内の IPサービスの開始

• IPプールとサブスクライバ IPアドレスを管理し、VPNコンテキスト内で IPフロー情
報を配布します。

StarOS内のすべての IP操作は、特定のVPNコンテキスト内で実行されます。一般に、パ
ケットは異なる VPNコンテキスト間で転送されません。現在の唯一の例外は、セッショ
ンサブシステムです。
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•ネットワーク処理ユニット（ASR 5500では npusim、および VPC-DIと VPC-SIでは iftask
または knpusim）1：このサブシステムは次の役割を担います。

•データベースを使用したアドレスおよびポート番号と接続先タスクの照合によるデー
タフレームの高速パス転送

•さまざまな物理インターフェイスとの間でのユーザデータフレームの送受信

• IP転送の決定（ユニキャストとマルチキャストの両方）

•インターフェイスごとのパケットのフィルタリング

•トラフィック管理とトラフィックエンジニアリング

•パケット処理の CPUとの間でのユーザデータフレームの受け渡し

•データリンク層とネットワーク層のヘッダーの変更、追加、または除去

•チェックサムの再計算

•統計情報の維持

•外部イーサネットインターフェイスの管理

•カード/スロット/ポート（CSP）：カードが挿入、ロック、ロック解除、削除、シャット
ダウン、または移行されたときに発生するイベントを調整します。また、CSPは自動検出
を実行し、新しく挿入されたインターフェイスカードのポートを設定します。これによ

り、インターフェイスカードがパケット処理カードにマッピングされる方法が決定されま

す。

CSPサブシステムは、アクティブな管理カード上でのみ動作し、そこに含まれている情報
をスタンバイ管理カード上のSCTサブシステムと同期します。これは、SITサブシステム
によって開始され、HATサブシステムによってモニタされます。

•セッションマネージャ（SM）：モバイルサブスクライバのパケット指向データセッショ
ンフローのハイタッチ処理を実行します。ハイタッチユーザのデータ処理は、次のもので

構成されます。

•ペイロード変換

•フィルタリングとスケジューリング

•統計情報の収集

•ポリシング

1 の knpusimは、Intel DPDKがサポートされていない設定の VPC VMで iftaskの代わりに実行されます。
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コントローラおよびマネージャ
プライマリサブシステムの多くは、コントローラと呼ばれるコントローラタスクと、マネー

ジャと呼ばれる下位のタスクで構成されています。

コントローラはいくつかの目的に役立ちます。

•マネージャの状態をモニタし、同じサブシステム内のマネージャ間での通信を可能にしま
す。

•他のサブシステムのコントローラと通信できるため、サブシステム間の通信を可能にしま
す。

•管理を容易にするために、ソフトウェアの分散型の特性をユーザからマスクします。

マネージャはリソースとリソース間のマッピングを管理します。さらに、一部のマネージャは

コール処理を直接行います。

クリティカル、コントローラ、またはマネージャのタスク、あるいはそれらすべてのタスクで

構成されるプライマリサブシステムの詳細については、サブシステムのタスク（4ページ）
を参照してください。

サブシステムのタスク
次のサブセクションでは、さまざまなサブシステムの StarOSタスクについて簡単に説明しま
す。

•システム開始サブシステム（5ページ）
•高可用性サブシステム（6ページ）
• Resource Managerサブシステム（7ページ）
•仮想プライベートネットワークサブシステム（8ページ）
•ネットワーク処理ユニットサブシステム（12ページ）
•セッションサブシステム（14ページ）
•プラットフォームプロセス（32ページ）
•管理プロセス（38ページ）
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システム開始サブシステム

表 1 :システム開始サブシステムのタスク

機能説明タスク

システムの起動時に開始されます。システム開始タスク：メインSITMAIN

他の SITコンポーネントの起動設定を
読み取り、提供します。

SITREAPサブ機能を起動します。

CPUの状態情報を維持します。

管理カードをアクティブモードまたは

スタンバイモードのいずれかで起動し

ます。

SITの親サブ機能SITPARENT

HATタスクにタスクを登録します。

CPUの起動完了の CSPタスクを通知
します。

スタンバイモードでパケット処理カー

ドを起動します。

必要に応じてタスクをシャットダウン

します。

SIT REAPサブ機能SITREAP
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高可用性サブシステム

表 2 :高可用性サブシステムのタスク

機能説明タスク

CPUのハードウェア機能に基づいて、
デバイスの初期化と制御機能を実行し

ます。

高可用性タスクの CPUhatcpu

CPU上のタスクの損失を hatsystemサ
ブ機能に報告します。

パケット処理カードの LEDを制御し
ます。

パケット処理カードの専用ハードウェ

アを初期化し、モニタします。（ASR
5500のみ）

CPUモニタリング情報を定期的に収集
し、マスターhatcpuサブ機能に報告し
ます。

CPU上のタスクの損失をmaster hatcpu
サブ機能に報告します。

CPUのハードウェア機能により、デバ
イスの初期化と制御機能を実行しま

す。

CPU上のタスクの損失を hatsystemサ
ブ機能に報告します。

管理カードの LEDを制御します。
（ASR 5500のみ）

管理カードの専用ハードウェアを初期

化し、モニタします。（ASR 5500の
み）
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機能説明タスク

システム内のすべての HATサブ機能
のタスクを制御します。これは、シス

テムの起動時に開始されます。

高可用性タスクのシステムコントロー

ラ

hatsystem

システムコンポーネント（ギガビット

イーサネットスイッチおよびスイッチ

ファブリックなど）を初期化します。

状態変更のためにファンなどのシステ

ムコンポーネントをモニタします。

障害検出の発生時に冗長性のアクショ

ンをトリガーします。

冗長管理カードの HATサブシステム
は、アクティブな管理カード上のHAT
サブシステムをミラーリングします。

Resource Managerサブシステム
表 3 : Resource Manager（RM）サブシステムのタスク

機能説明タスク

StarOSの起動時に sitparentタスクに
よって開始され、障害がないか HAT
によってモニタされます。

Resource Managerコントローラrmctrl

CPUやメモリなどのリソースを初期化
します。

CSPサブシステムから更新されたカー
ドステータスを要求し、システムの

カードテーブルを更新します。

すべての rmctrlsと通信して、最新のリ
ソースデータのセットを要求します。
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機能説明タスク

sitparentタスクによって開始され、障
害の発生を HATによってモニタされ
ます。

Resource Managerマネージャrmmgr

ローカルリソースのデータとローカル

リソースのスクラッチスペースを初期

化します。

ローカル CPU上の SITタスクと通信
して、タスクテーブル全体と、各タス

クに関連付けられているリソースを取

得します。

各タスクの現在のリソース使用率を収

集します。

リソースデータを rmctrlタスクに送信
します。

仮想プライベートネットワークサブシステム

表 4 :仮想プライベートネットワーク（VPN）サブシステムのタスク

機能説明タスク

システムの起動時に作成されます。VPNコントローラvpnctrl

各コンテキストの VPNマネージャを
起動します。

コンテキストに追加または変更があっ

た場合に、セッションコントローラ

タスクに通知します。一度に動作する

のは、1つのセッションコントローラ
だけです。

コンテキスト固有の動作情報を適切な

VPNマネージャにルーティングしま
す。

VPNマネージャのリカバリを実行し、
すべての VPN関連の設定情報を SCT
に保存します。
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機能説明タスク

設定されたコンテキストごとに VPN
コントローラによって開始されます

（ローカルコンテキストには常に 1つ
存在します）。

VPNマネージャvpnmgr

IPアドレスプールとサブスクライバ IP
アドレス管理を実行します。

次のものを含みますが、これに限定さ

れないすべてのコンテキスト固有の操

作を実行します。UCMサービス、IP
インターフェイス、Address Resolution
Protocol（ARP）、IPアドレスプール
管理、低速パス転送, NPUフロー、
ポート Access Control List（ACL;アク
セスコントロールリスト）、およびロ

ギング.

各コンテキストの IPインターフェイス
アドレス情報をセッションコントロー

ラに提供します。

BGPルーティングプロトコル（router
bgpコンテキストコンフィギュレー
ションモードのCLIコマンド）を有効
にしたコンテキストごとに、VPNマ
ネージャによって作成されます。

ボーダーゲートウェイプロトコルbgp

BGPプロトコルを介してルーティング
情報の学習と再配布を担っています。

BGPピアリング接続を維持します。

定義されている任意の BGPルーティ
ングポリシーを適用します。
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機能説明タスク

OSPFルーティングプロトコル（router
ospfコンテキストコンフィギュレー
ションモードのCLIコマンド）を有効
にしたコンテキストごとに、VPNマ
ネージャによって作成されます。

Open Shortest Path Firstospf

OSPFプロトコルを介してルーティン
グ情報の学習と再配布を担っていま

す。

OSPFネイバー関係を維持します。

LSAデータベースを維持します。

SPF計算を実行します。

定義されている任意の OSPFルーティ
ングポリシーを適用します。

OSPFv3ルーティングプロトコル
（router ospfv3コンテキストコンフィ
ギュレーションモードの CLIコマン
ド）を有効にしたコンテキストごと

に、VPNマネージャによって作成され
ます。

Open Shortest Path Firstospfv3

OSPFv3プロトコルを介してルーティ
ング情報の学習と再配布を担っていま

す。

OSPFv3ネイバー関係を維持します。

LSAデータベースを維持します。

OSPFv3 SPF計算を実行します。

定義されている任意の OSPFv3ルー
ティングポリシーを適用します。
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機能説明タスク

RIPルーティングプロトコル（router
ripコンテキストコンフィギュレー
ションモードのCLIコマンド）を有効
にしたコンテキストごとに、VPNマ
ネージャによって作成されます。

ルーティング情報プロトコルrip

RIPプロトコルを介してルーティング
情報の学習と再配布を担っています。

RIPデータベースを維持します。

定期的にRIP更新メッセージを送信し
ます。

定義されている任意のRIPルーティン
グポリシーを適用します。

コンテキストごとに VPNマネージャ
によって作成されます。

L2スイッチングおよび L3スイッチン
グ

zebos

コンテキストのルーティングテーブル

（RIBおよび FIB）を維持します。

スタティックルーティングを実行しま

す。

ルーティングとインターフェイス更新

のためのカーネルへのインターフェイ

ス。

ルーティング情報をダイナミックルー

ティングプロトコルに再配布します。

ネクストホップの到達可能性を計算し

ます。
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ネットワーク処理ユニットサブシステム

表 5 :ネットワーク処理ユニット（NPU）サブシステムのタスク

機能説明タスク

StarOSの起動時に作成されます。内部フォワーダータスク（Intel
DPDK）

（VPC-DI、VPC-SI）

iftask

CSPタスクにポート設定サービスを提
供します。

VPNマネージャにインターフェイス
バインディングサービスと転送サービ

スを提供します。

セッションマネージャおよび AAAマ
ネージャのタスクにフロー挿入サービ

スと削除サービスを提供します。

StarOSの起動時に作成されます。カーネルベースの NPUシミュレータ

（VPC-DI、VPC-SI）

knpusim

CSPタスクにポート設定サービスを提
供します。

VPNマネージャにインターフェイス
バインディングサービスと転送サービ

スを提供します。

セッションマネージャおよび AAAマ
ネージャのタスクにフロー挿入サービ

スと削除サービスを提供します。

NPUコントローラにリカバリサービス
を提供します。

StarOSの起動時に作成されます。シス
テムでは、常に1つのNPUコントロー
ラのみが動作します。

NPUコントローラnpuctrl

システム内の NPUマネージャの状態
をモニタします。

NPUマネージャがクラッシュしたとき
に通知を受信するように登録します。

リカバリ動作を制御します。

NPUマネージャの状態に関連するCLI
コマンドの一元的な場所を提供しま

す。
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機能説明タスク

取り付けられ、起動しているすべての

パケット処理カードに対して作成され

ます。

NPUマネージャnpumgr

CSPタスクにポート設定サービスを提
供します。

VPNマネージャにインターフェイス
バインディングサービスと転送サービ

スを提供します。

セッションマネージャおよび AAAマ
ネージャのタスクにフロー挿入サービ

スと削除サービスを提供します。

NPUコントローラにリカバリサービス
を提供します。

取り付けられ、起動しているすべての

DPCに対して作成されます。
NPUシミュレータ

（ASR 5500）

npusim

CSPタスクにポート設定サービスを提
供します。

VPNマネージャにインターフェイス
バインディングサービスと転送サービ

スを提供します。

セッションマネージャおよび AAAマ
ネージャのタスクにフロー挿入サービ

スと削除サービスを提供します。

NPUコントローラにリカバリサービス
を提供します。
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セッションサブシステム

表 6 :セッションサブシステムのタスク

機能説明タスク

StarOSの起動時に作成されます。シス
テム内で一度にインスタンス化される

セッションコントローラは 1つのみで
す。

セッションコントローラsessctrl

セッションサブシステムのプライマリ

コンタクトポイントとして機能しま

す。システム内で実行されている他の

サブシステムを認識しているため、

セッションコントローラは、サブシス

テムを構成する他のコンポーネント、

またはタスクのプロキシとして機能し

ます。

セッション処理サブシステムのサブマ

ネージャの作業を開始、設定、および

調整します。

Resource Managerと連携して、既存の
すべてのセッションマネージャがキャ

パシティを超えたときに新しいセッ

ションマネージャを起動します。

VPNマネージャからコンテキスト情報
を受信します。

他のセッション処理サブシステムサブ

マネージャに IPインターフェイスアド
レス情報を配布します。

Enhanced Charging Service（ECS）、コ
ンテンツフィルタリング、およびURL
ブラックリストの各サービスを管理し

ます。

StarOSのタスク
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機能説明タスク

セッションコントローラによって作成

されます。

セッションマネージャsessmgr

複数のセッションタイプをサポートす

るサブスクライバ処理システムを提供

します。

複数のセッションマネージャは、1つ
の CPU上で実行することも、システ
ムに存在するすべての CPUに分散す
ることもできます。

1つのセッションマネージャは、複数
のA11マネージャか、または複数のコ
ンテキストからセッションにサービス

を提供できます。

A10/A11、GRE、R3、R4、R6、
GTPU/GTPC、PPP、およびモバイル IP
のプロトコルを処理します。

EnhancedChargingサービス、コンテン
ツフィルタリング、およびURLブラッ
クリストの各サービスを管理します。

セッションマネージャは AAAマネー
ジャとペアになっています。

制限：AAAMGRが頻繁にクラッシュ
すると AAAmgrインスタンス IDが変
更されるため、sessmgrが 512を超え
て増加する可能性があります。

たとえば、sessmgrインスタンス 512
以降に接続するコールの場合、符号化

は 10ビット（GUTIベースのMME接
続時）、復号は 9ビット
（SGSN-CONTEXT-REQUEST時）で
あるため、context-requestが誤った
sessmgrにランディングしたり、ルッ
クアップが失敗する原因となります。
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機能説明タスク

PDSNサービスが設定されているコン
テキストごとに、セッションコント

ローラによって作成されます。

A11マネージャa11mgr

PCFからのR-Pセッションを受信し、
それらをロードバランシングのために

別のセッションマネージャのタスクに

配布します。

システムリカバリを支援するため、現

在のセッションマネージャのタスクの

リストを維持します。

A11マネージャタスクは、シグナリン
グの逆多重化タスク（SDT）とも呼ば
れます。

セッションリカバリ（SR）が有効に
なっている場合、このデマルチプレク

サマネージャは通常、最初のアクティ

ブなパケット処理カードのいずれかの

CPU上に確立されます。

セッションマネージャとペアになって

います。

認証、許可、およびアカウンティング

（AAA）マネージャ
aaamgr

システム内のサブスクライバと管理

ユーザに対して、すべての AAAプロ
トコルの操作と機能を実行します。

AAAサーバに対するAAAクライアン
トとして機能します。

課金ゲートウェイ機能（CGF）を使用
してGTPプライム（GTP）メッセージ
ングを管理します。

複数の AAAマネージャを 1つの CPU
上で実行することも、システムに存在

するすべての CPUに分散することも
できます。

CLIの AAA操作は、アクティブな管
理カード上で実行されている AAAマ
ネージャを介して行われます。
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機能説明タスク

グローバルコンフィギュレーション

モードの gtpp single sourceコマンドが
設定されるたびに起動します。

GTPPのシングルソーシングが有効に
なっている場合、aaaproxyは 1つの
UDP送信元ポート番号を使用してアカ
ウンティングサーバへの要求を生成し

ます。その一方で、各AAAマネージャ
は、一意の UDP送信元ポート番号を
持つ独立した要求を生成する必要はあ

りません。

認証、許可、およびアカウンティング

（AAA）プロキシマネージャ
aaaproxy

セッションリカバリが有効になってい

る場合は、デマルチプレクサカード上

で実行します。セッションリカバリが

有効になっていない場合、グローバル

コンフィギュレーションモードの

demuxcardコマンドを実行すると、指
定したデマルチプレクサカードで

aaaproxyが起動します。

CDRを、その VRAMディスク内の
ファイルに書き込みます。その後、

キューに入れられたCDRはHDDと定
期的に同期され、転送されます。

アクティブ課金サービスはグローバル

レベルで定義され、任意の VPNコン
テキストからCSSコマンドを使用して
利用できます。グローバルコンフィ

ギュレーションモードの

active-charging service CLIコマンドを
使用して有効にします。

アクティブ課金システム（ACS）コン
トローラ

acsctrl

ACSコントローラはプライマリパケッ
ト処理カード上で動作し、ACSサービ
スを管理します。

ACSの設定情報を読み取って、SCTに
書き込みます。

ACSコントローラは、ACSマネージャ
のリカバリプロセスをモニタし、冗長

性が有効になっている場合はクリーン

アップを実行します。
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機能説明タスク

特定数のフローに対して IPセッション
処理を実行するために、ACSコント
ローラによって作成されます。

アクティブ課金システム（ACS）コン
トローラ

acsmgr

セッションマネージャを介してデータ

を送受信します。

アクティブまたはスタンバイのacsmgr
のタスクは、セッションリカバリ

（SR）が有効になっている場合に作成
されます。

システム内のさまざまな ACSMGRイ
ンスタンスから EDR/UDRレコードを
受信します。

課金詳細レコードモジュールcdrmod

設定したファイル命名規則を使用し

て、受信した EDR/UDRレコードを
ファイルに書き込みます。

GGSNのマルチメディアブロードキャ
スト/マルチキャストサービス
（MBMS）機能をサポートします。こ
れは、MBMSポリシー CLIが GGSN
サービスコンフィギュレーションモー

ドで設定されている場合にインスタン

ス化されます。dgmbmgr

Diameter Gmbインターフェイスアプ
リケーションマネージャ

dgmbmgr

MBMS UEとベアラーコンテキストを
維持します。

MBMSベアラーセッションの BMSC
サーバへのDiameter接続を介してGmb
インターフェイスを処理します。

dgmbmgrは、すべての sessmgrsに対し
てMBMSのセッション状態をポーリ
ングし、MBMSUEとMBMSベアラー
コンテキストの情報を再作成すること

で回復します。
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機能説明タスク

diactrl（vpnctrlの一部として実行）に
よって作成されます。また、生成され

る diamproxyタスクの数は、
「multiple」または「single」プロキシ
を使用するための設定に基づいていま

す。1つのプロキシが設定されている
場合、シャーシ全体に対して 1つの
diamproxyタスクだけが生成され、デ
マルチプレクサパケット処理カード上

で動作します。複数のプロキシが設定

されている場合、1つの diamproxyタ
スクがパケット処理カードごとに実行

されます。

Diameterプロキシdiamproxy

システムに設定されているすべてのピ

アへのDiameterベースの接続を維持し
ます。

接続ステータスの変更に関するアプリ

ケーションを通知します。

アプリケーションからDiameterサーバ
へのメッセージに対するパススルーと

して機能します。

転送エージェントとしてのみ機能しま

す（キューは保持しません）。

1つの Diameterプロキシを使用して、
複数の Diameterアプリケーションに
サービスを提供します。
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機能説明タスク

インターフェイスタイプの sgw-egress
またはMMEの egtp-serviceが設定され
ているコンテキストごとにセッション

コントローラが作成されます。

拡張GPRSトンネリングプロトコル出
力マネージャ

egtpemgrr

SGW、PGWからの特定の EGTPメッ
セージを処理します。

現在の EGTPセッションのリストを維
持します。

セッションリカバリに役立つ現在の

セッションマネージャのタスクのリス

トを維持します。

GTPエコーメッセージを処理します。

セッションリカバリ（SR）が有効に
なっている場合、このデマルチプレク

サマネージャは通常、最初のアクティ

ブなパケット処理カードのいずれかの

CPU上に確立されます。

インターフェイスタイプの sgw-ingress
または pgw-ingressの egtp-serviceが設
定されているコンテキストごとにセッ

ションコントローラが作成されます。

拡張GPRSトンネリングプロトコル入
力マネージャ

egtpimgr

MME/S4SGSN/SGWからのEGTPセッ
ションを受信し、それらをロードバラ

ンシングのために別のセッションマ

ネージャのタスクに配布します。

現在の EGTPセッションのリストを維
持します。

セッションリカバリに役立つ現在の

セッションマネージャのタスクのリス

トを維持します。

GTPエコーメッセージを処理します。

セッションリカバリ（SR）が有効に
なっている場合、このデマルチプレク

サマネージャは通常、最初のアクティ

ブなパケット処理カードのいずれかの

CPU上に確立されます。
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機能説明タスク

GGSNサービスが設定されているコン
テキストごとに、セッションコント

ローラによって作成されます。

GPRSトンネリングプロトコル制御
（GTP-C）メッセージマネージャ

gtpcmgr

SGSNからの GTPセッションを受信
し、それらをロードバランシングのた

めに別のセッションマネージャのタス

クに配布します。

システムリカバリを支援するため、現

在のセッションマネージャのタスクの

リストを維持します。

GTPCメッセージの有効性を確認しま
す。

現在のGTPCセッションのリストを維
持します。

SGSNとの間の GTPCエコーメッセー
ジを処理します。

GTPUサービスが設定されているコン
テキストごとに、セッションコント

ローラによって作成されます。GTPUv0
とGTPUv1の両方でサポートされてい
ます。

GPRSトンネリングプロトコルユーザ
（GTP-U）マネージャ

gtpumgr

コンテキスト内で使用可能な GTPU
サービスのリストを維持し、それらに

対してロードバランシング（Error-Ind
のみ）を実行します。

GTPUエコー処理をサポートします。

GTPUエコーの応答がない場合のパス
障害検出を実行します。

Error-Indを受信し、特定のセッション
マネージャに対して逆多重化します。

デフォルトのGTPUリスナーとして機
能します。GTPUMGRは、無効なTEID
を持つGTPUパケットを処理します。

セッションリカバリ（SR）が有効に
なっている場合、このデマルチプレク

サマネージャは通常、最初のアクティ

ブなパケット処理カードのいずれかの

CPU上に確立されます。
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機能説明タスク

HAサービスが設定されているコンテ
キストごとに、セッションコントロー

ラによって作成されます。

ホームエージェント（HA）マネージャhamgr

外部エージェント（FA）からモバイル
IPセッションを受信し、それらを別の
セッションマネージャのタスクに配布

します。

システムリカバリを支援するため、現

在のセッションマネージャのタスクの

リストを維持します。

DemuxMgrとしての機能し、すべての
PMIPシグナリングパケットを処理し
ます。

MIPv6/MIPv4 HAの Demuxmgrとして
機能します。

セッションリカバリ（SR）が有効に
なっている場合、このデマルチプレク

サマネージャは通常、最初のアクティ

ブなパケット処理カードのいずれかの

CPU上に確立されます。

HNB-GWサービスの作成手順の一環と
して開始します。hnbdemuxはシャー
シに 1つしかありません。

ホームノード b（HNB）デマルチプレ
クサマネージャ

hnbdemux

着信した Iuhた接続をシステム内の
HNBマネージャに配布します。

システム内のアクティブなすべての

HNB-GWサービスを認識しています。

セッションリカバリ（SR）が有効に
なっている場合、このデマルチプレク

サマネージャは通常、最初のアクティ

ブなパケット処理カードのいずれかの

CPU上に確立されます。
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機能説明タスク

HNB-GWサービス設定が検出されると
開始します。ロード共有の場合は、こ

のタスクの複数のインスタンスが存在

する場合があります。すべての HNB
マネージャには、アクティブなすべて

の HNB-GWサービスが設定されてお
り、設定と機能が同一である必要があ

ります。

ホームノード b（HNB）マネージャhnbmgr

SCTPプロトコルスタックを実行しま
す。

SCTPの関連付けを処理します。

ホームノード bデータベースを維持し
ます。

SCTPプロトコルの Iuhインターフェ
イスにノード機能を提供します。

セッションリカバリ（SR）が有効に
なっている場合、このマネージャは通

常、最初のアクティブなパケット処理

カードのいずれかの CPU上に確立さ
れます。
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機能説明タスク

MMEサービス設定が検出されると開
始されます。このタスクのインスタン

スは 1つのみです。

MME用の InternationalMobile Subscriber
Identityマネージャ

imsimgr

新しいサブスクライバセッションに使

用する SessMgrを選択します。

IMSIによる接続、GUTIによる接続な
どのイベントについて、MME関連の
デマルチプレクサ統計情報を維持およ

び報告します。

システム内の次のタスクと連携しま

す。

-セッションコントローラ

- MMEマネージャ

-セッションマネージャ

セッションリカバリ（SR）が有効に
なっている場合、このデマルチプレク

サマネージャは通常、最初のアクティ

ブなパケット処理カードのいずれかの

CPU上に確立されます。
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機能説明タスク

セッションコントローラによって開始

されます。

SGSN用の International Mobile
Subscriber Identityマネージャ

imsimgr

IMSI/P-TMSIに基づくコールセッショ
ンで、linkmgrタスクまたは sgtpcmgr
タスクによって実行されない場合は

SessMgrを選択します。

SessMgrs間でロードバランシングを行
い、サブスクライバが割り当てられる

ものを選択します。

システム上のすべてのサブスクライバ

のレコードを維持します。

IMSI/P-TMSIとSessMgrs間のマッピン
グを維持します。

セッションリカバリ（SR）が有効に
なっている場合、このデマルチプレク

サマネージャは通常、最初のアクティ

ブなデマルチプレクサパケット処理

カードのいずれかの CPU上に確立さ
れます。

セッションコントローラによって作成

されます。

IPサービスゲートウェイマネージャipsgmgr

サーバモードでは、RADIUSサーバと
して機能し、プロキシ機能をサポート

します。

Snoopモードでは、RADIUSアカウン
ティングメッセージのスヌーピングが

サポートをサポートします。

異なる SessMgr間で要求をロードバラ
ンシングします。

セッションをアクティブまたは非アク

ティブにします。
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機能説明タスク

LNSサービスが作成されたときにセッ
ションコントローラによって作成され

ます。システム全体に対して 1つの
L2TPDemuxタスクのみが呼び出され
ます。

L2TPデマルチプレクサタスクl2tpdemux

逆多重化を行い、新しい着信トンネル

の作成要求をL2TPMgrに転送します。

すべての L2TPMgrで現在アクティブ
なトンネルに関する情報を維持しま

す。

L2TPMgr間での要求をロードバランシ
ングします。

セッションリカバリ（SR）が有効に
なっている場合、このデマルチプレク

サマネージャは通常、最初のアクティ

ブなパケット処理カードのいずれかの

CPU上に確立されます。

LACサービスまたは LNSサービスが
設定されているコンテキストごとに、

セッションコントローラによって作成

されます。追加のマネージャは、ロー

ドに応じ、必要に応じて作成されま

す。

レイヤ 2トンネリングプロトコルマ
ネージャ

l2tpmgr

L2TP処理のすべての側面を担います。

すべての L2TPセッションとトンネル
のプロトコルステートマシンを維持し

ます。

必要に応じて、新しい L2TPトンネル
の IPSec暗号化をトリガーします。

セッションマネージャと連携して、ト

ンネルを正常にダウンさせます。

セッションリカバリ（SR）が有効に
なっている場合、このデマルチプレク

サマネージャは通常、最初のアクティ

ブなパケット処理カードのいずれかの

CPU上に確立されます。
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機能説明タスク

最初の SS7RD（ルーティングドメイ
ン）がアクティブになったときに、

セッションコントローラによって作成

されます。

SS7リンクマネージャlinkmgr

冗長性を得るためとスケーリングを行

うためにマルチインスタンス化されま

す。

プラットフォームへの SS7接続と Gb
接続を可能にします。

SS7（luを含む）とGbインターフェイ
ス上のサブスクライバシグナリングご

とに SessMgrへルーティングします。

最初のMAGサービスがコンテキスト
で作成されたときに、セッションコン

トローラによって作成されます。

モバイルアクセスゲートウェイ

（MAG）マネージャ
magmgr

PMIP制御メッセージ（PBU/PBA）を
送受信します。

MIPv6PBAパケットを受信するために
NPUフローを追加します。このフロー
は、HAMgrで使用されているフロー
と同じです。

モバイルノードのバインディングを追

跡し続けるために使用するバインディ

ング更新リストを維持します。

エラー状態時に、セッションマネー

ジャから受信したトリガーに基づく

PBUを発信します。

PBAを受信し、セッションマネージャ
に転送します。

デバッグファシリティ（「magmgr」と
「mobile-ipv6」）をサポートします。
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機能説明タスク

SS7RDやSCCP-NWなどのプロビジョ
ニング時に作成されます。セッション

コントローラは、各分散プロトコルレ

イヤの詳細な説明、そのリソースセッ

ト、およびサービスユーザプロトコル

層とサービスプロバイダープロトコ

ル層のリストを含む、初期システム設

定を提供します。

SGSNマスターマネージャmmgr

1つのインスタンスとして実行されま
す。

Nodal SS7、Iu、および Gbの機能を処
理します。

SS7ルートステータスの集約のための
マスターリンクマネージャ機能を実装

します。

RNCステータスと BSCステータスの
集約のためのマスターリンクマネー

ジャ機能を実装します。

セッションリカバリ（SR）が有効に
なっている場合、このデマルチプレク

サマネージャは通常、最初のアクティ

ブなデマルチプレクサパケット処理

カードのいずれかの CPU上に確立さ
れます。

MMEサービスの作成手順の一環とし
て開始されます。シャーシには 1つの
mmedemuxのみが存在します。

モビリティマネージメントエンティ

ティデマルチプレクサマネージャ

mmedemux

着信 S1-MME SCTP接続をシステム内
の mmemgrタスクに配布します。

システム内のアクティブなすべての

MMEサービスを認識しています。

セッションリカバリ（SR）が有効に
なっている場合、このデマルチプレク

サマネージャは通常、最初のアクティ

ブなパケット処理カードのいずれかの

CPU上に確立されます。
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機能説明タスク

MMEサービス設定が検出されると開
始されます。ロード共有の場合は、こ

のタスクの複数のインスタンスが存在

する場合があります。すべての

mmemgrsマネージャには、アクティブ
なすべてのMMEサービスが設定され
ており、設定と機能が同一である必要

があります。

モビリティマネージメントエンティ

ティマネージャ

mmemgr

SCTPプロトコルスタックを実行しま
す。

SCTPの関連付けを処理します。

TAリストを維持します。

eNodeBデータベースを管理します。

S1-MMEプロトコルのノード機能を提
供します。

セッションリカバリ（SR）が有効に
なっている場合、このデマルチプレク

サマネージャは通常、最初のアクティ

ブなパケット処理カードのいずれかの

CPU上に確立されます。
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機能説明タスク

PCCサービスの作成手順の一環として
開始されます。シャーシには、

BindMux MGRのインスタンスが 1つ
のみ存在します。

ポリシーおよび課金制御 Bindmuxマ
ネージャ

pccdemux

セッションバインディング機能ととも

に、使用可能な pccmgrs全体でセッ
ションの多重化を処理します。

pccmgrsでの負荷をモニタします。

着信 IP-CAN接続をシステム内の
pccmgrs間に分散します。

セッションのバインディングを実行し

ます。IP-CAN/ゲートウェイセッショ
ンを AFセッションとバインドしま
す。

さまざまなインターフェイス間の IMSI
のすべてのメッセージングが、選択し

たpccmgrに向けられるようにします。

システム内のアクティブなすべての

PCCサービスを認識しています。

セッションリカバリ（SR）が有効に
なっている場合、このデマルチプレク

サマネージャは通常、最初のアクティ

ブなパケット処理カードのいずれかの

CPU上に確立されます。

pccmgrはセッションマネージャイン
スタンスの一部です。

ポリシーおよび課金制御 Bindmuxマ
ネージャ

pccmgr

すべての PCRFサービスセッションを
処理します。

個々のサブスクライバセッションに関

連付けられているさまざまなイベント

処理時に PCCコアと連動します。

ビジネスロジックの適用時にサブスク

ライバ情報を維持します。

サブスクライバごとに callineおよび対
応するAPNセッションを作成します。
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機能説明タスク

SGSNサービスが設定されているVPN
コンテキストごとに、セッションコン

トローラによって作成されます。

SGSN GPRSトンネリングプロトコル
制御メッセージマネージャ

sgtpcmgr

SGSNサービスのピア GGSNと SGSN
からの Gn/Gpおよび GTP-Uインター
フェイスを終了します。

IuPSサービスのRNCからのGTP-Uイ
ンターフェイスを終端します。

GTP-Cと GTP-Uの標準ポートを制御
します。

これらのポートでピアから受信した

GTPトラフィックを処理して配布しま
す。

Gn/Gpインターフェイスに関連付けら
れているノードレベルのすべての手順

を実行します。

セッションリカバリ（SR）が有効に
なっている場合、このデマルチプレク

サマネージャは通常、最初のアクティ

ブなデマルチプレクサパケット処理

カードのいずれかの CPU上に確立さ
れます。
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機能説明タスク

EnhancedChargingサービスでコンテン
ツフィルタリングが有効になっている

場合に、セッションコントローラに

よって8つのSRBが作成されます。こ
れらの 8つのタスクを開始するには、
少なくとも 2つのパケット処理カード
が必要です。

標準ルーティングデータベースsrb

セッションコントローラからスタ

ティックデータベースを受信します。

各 srbタスクは 2つのデータベースボ
リュームをロードします（1つはプラ
イマリ、もう1つはセカンダリ）。srb
タスクでは、スタティック DBも保存
されます。

DBボリュームと、それに保存されて
いる CSI（カテゴリセットインデック
ス）に基づいて URLが評価および分
類されます。

ピアに障害が発生した場合に、ピアの

ロードを実行します。srbタスクとそ
のピアの両方に障害が発生した場合、

セッションコントローラはロードを実

行します。

プラットフォームプロセス

表 7 :プラットフォームプロセスのタスク

機能説明タスク

システムファブリックの全体的な管理

を担当します。ランデブーの宛先の

プールを管理し、障害後の afmgr
procletsによるファブリックのリカバリ
を調整します。単一の afctrlインスタ
ンスは、アクティブなMIO/UMIOでの
み実行されます。

ASR 5500 Fabric Controllerafctrl
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機能説明タスク

特定のカード上のファブリックリソー

スの管理を担当します。1つ以上のファ
ブリックアクセスプロセッサ（FAP）
またはファブリック要素（FE）を担当
するすべての CPUには、1つの afmgr
があります。afmgrはリカバリをサポー
トしますが、移行はサポートしていま

せん。

ASR 5500 Fabric Managerafmgr

ファブリックチップセットの直接設定

を担当します。afioは、ローカルafmgr
と他のローカル afioインスタンスとの
非メッセンジャのプロセス間通信

（IPC）をサポートしています。

ASR 5500 Fabric I/O Driverafio

カード上のアプリケーションは、カー

ド上の各アプリケーションに対して新

しい接続を開くのではなく、同じリ

モートエンドポイントに対して同じ

TCP/SCTP接続を共有できます。

TCP/SCTP接続プロキシconnproxy

物理シャーシのコンポーネントを管理

します。

カードスロットポートコントローラcspctrl
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機能説明タスク

コンテキスト内のサービスにバインド

可能なCSSサーバのリストを含むすべ
てのグローバルCSSプロパティを維持
します。

Content Server Selection（CSS）コント
ローラ

cssctrl

CSSは、モバイルサブスクライバに
よって提供されるか、モバイルサブス

クライバに送信されるデータの「コン

テンツ」に基づいてトラフィックを処

理する方法を定義します。CSSには、
ロードバランシング、NAT、HTTPリ
ダイレクション、DNSリダイレクショ
ンなどの機能が含まれています。

コンテンツサーバ（サービス）は、プ

ラットフォームの外部に置くことも、

プラットフォーム内に統合することも

できます。外部CSSサーバは、コンテ
キストコンフィギュレーションモー

ドの css serverコマンドを介して設定
されます。

CSSコントローラはCSSマネージャを
作成しません。CSSマネージャは、
VPNマネージャによって停止および開
始されます。CSSマネージャは、コン
テキストごとに自動的に作成されま

す。

StarOSコンテキスト内の VPNマネー
ジャによって生成されます。

Content Server Selection（CSS）マネー
ジャ

cssmgr

特定の VPNコンテキスト内の CSS
サーバへのキープアライブを管理しま

す。

サブスクライバのCSS関連情報を取得
します。

CSSサーバがダウンすると、cssmgrタ
スクは NPUを再プログラムしてサー
ビスをバイパスしたり、サービス内の

残りのサーバ間でデータを再配布した

りします。
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機能説明タスク

システムの初期化中にドーターカード

マネージャを生成し、システムが安定

状態で実行中に、ドーターカードマ

ネージャをモニタします。また、ドー

ターカードマネージャのタスクが失敗

するたびに、ドーターカードマネー

ジャを生成します。

ドーターカードコントローラ

[ASR 5500のみ]

dcardctrl

AHベースおよび ESPベースのセッ
ションの IPSecセキュリティアソシ
エーションの管理を担当します。

ドーターカードマネージャ

[ASR 5500のみ]

dcardmgr

特定の IPSecセキュリティアソシエー
ションに関連付けられた暗号化アルゴ

リズムを実行するオンボードハード

ウェアアクセラレーションの暗号チッ

プを備えたインターフェイス。

SITPARENTによって各 CPUで自動的
に開始されます。

分散型ホストマネージャdhmgr

sessmgrタスク間の Diameterエンドポ
イントなど、マルチインスタンス化さ

れたタスクに代わって、ローカルで終

端された TCP、SCTP、および UDP接
続の確立を調整します。

多くのシステムデバイスドライバへの

アクセスを一元化します。また、温度

と電圧のモニタリングも行います。

ドライバコントローラdrvctrl

管理カードにまたがるドライブアレイ

を制御および管理します。

ハードドライブコントローラhdctrl

hwctrlタスクには、ハードウェアセン
サーの読み取り、センサーのしきい値

のモニタリング、およびファントレイ

のモニタリングのポーリングループを

管理する複数のタイマーがあります。

ハードウェアコントローラhwctrl

hwmgrタスクは、シャーシ内のすべて
のカードで実行され、ローカルアクセ

ス可能なハードウェアセンサーを読み

取り、 hwctrlに報告を返します。

ハードウェアマネージャhwmgr
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機能説明タスク

ほとんどのネットワークサービスの開

始を担当するサブシステム。

InterNET Service Daemoninetd

FTP、SFTP、Telnetなどの接続クライ
アントからの要求をリッスンします。

TCPパケットまたは UDPパケットが
特定の宛先ポート番号で着信すると、

inetdは適切なサーバプログラムを起動
して接続を処理します。

注：リリース 20.0以降の信頼できる
StarOSビルドでは、FTPおよび Telnet
はサポートされていません。

設定に関係なく、システムのスタート

アップ時に SITによって開始されま
す。

IPSecコントローラipsecctrl

設定に基づいて ipsecmgrタスクを開始
し、タスクリカバリのリストを維持し

ます。

IPSecのユーザ設定を受信して維持し
ます。

設定された IPSec暗号マップと
ipsecmgrsへの割り当てを管理します。

IPアクセスリスト、IPプール、イン
ターフェイスアドレス、インターフェ

イスの状態通知などの必要な IPSec設
定パラメータについて、vpnmgrタスク
を使用したインターフェイス。

セッションコントローラによって作成

され、セキュアな IKEv1、IKEv2、お
よび IPSecデータトンネルを、確立お
よび管理します。

IPSecマネージャipsecmgr

管理カード上で実行される Central key
valueストア（kvstore）機能。その主な
機能は、リカバリ機能および分散機能

をサポートすることです。

キー値コントローラkvctrl
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機能説明タスク

demuxカードのプライマリMIO（ASR
5500）の npuctrlによって起動し、CSP
と npumgrの間のファシリティレベル
で、npumgrから設定とステータス通知
を受信して、グローバル LAGデータ
ベースを構築します。

リンク集約グループマネージャ

[ASR 5500のみ]

lagmgr

設定された物理ポートを介して制御パ

ケット（LACPおよびマーカー）をピ
アと交換し、リンクの集約に関する合

意に到達します。

ネームサービスと、内部メッセージ

パッシングシステムの関連機能を実装

します。

メッセンジャデーモンmsgd

メッセンジャプロキシプロセスは、

単一のアプリケーション（クライアン

トと呼ばれる）から、スレッドごとに

1つのインスタンスを持つファシリティ
（ターゲットファシリティと呼ばれ

る）に送信するブロードキャストメッ

セージを処理します。

メッセージプロキシmsgproxy

1つのmsgproxyタスクは、DPC（ASR
5500）、および SF仮想マシン
（VPC-DI）上の各 CPUコンプレック
スで実行されます。

sessctrlなどのクライアントプロセスか
らの着信ブロードキャストメッセージ

を処理して、sessmgrなどの正しいター
ゲットファシリティに配信し、正しい

応答を作成して正しいクライアントに

送り返します。

メッセンジャプロセスの一環として、

メッセンジャデーモンに制御メッセー

ジを送信するタスクの信頼性の高い

チャネルを提供します。

ネームサービスコントローラnscontrol

NTPを使用したタイムサーバとの同期
のシステム時刻を維持します。NTPコ
ンフィギュレーションモードの ntp
server CLIコマンドを使用して 1つ以
上のNTPサーバが設定されている場合
に有効になります。

Network Time Protocol（NTP）デーモ
ン

ntpd
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機能説明タスク

システム全体のタスクとマネージャと

ファシリティをモニタし、障害が発生

した場合にリカバリを実行します。

リカバリ制御タスクrct

インメモリデータベース内の設定情報

およびその他の状態情報の冗長スト

レージを実行します。

共有設定タスクsct

スイッチファブリックとギガビット

イーサネットコントロールプレーン

をモニタします。

スイッチファブリックタスクsft

StarOS CLIへのセキュアログインをサ
ポートします。コンテキストコンフィ

ギュレーションモードの server sshd
CLIコマンドを介して有効にします。

セキュアシェルデーモンsshd

DHCPD、DNS、FTPD、INETD、
NTPD、PING、RLOGIN、SFTPD、
SFTP-SERVER、SNMPD、SSH、
SSHD、TELNET、TELNETD、
TFTPD、TRACEROUTE

注：リリース 20.0以降の信頼できる
StarOSビルドでは、FTPおよび Telnet
はサポートされていません。

ユーティリティ設定マネージャucm

管理プロセス

表 8 :管理プロセスのタスク

機能説明タスク

バルク統計情報を定期的にポーリング

して収集し、このデータを外部管理シ

ステムに転送します。

バルク統計情報マネージャbulkstat

外部 syslogサーバと内部イベントログ
へのインターフェイスを含むイベント

ロギング機能を処理します。

イベントログデーモンevlogd
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機能説明タスク

ORBSタスクは、ORB要素マネージャ
（ORBEM）とも呼ばれています。

要素管理システム（EMS）は、セキュ
アな IIOPを使用して要素管理機能を
システム上で実行するようにORBSに
要求します。ORBSは、関連するコン
トローラのタスクと連携して機能を実

行します。

実行による応答またはエラーが解釈さ

れ、EMF応答に組み込まれて、EMS
サーバに渡されます。

ORBEMサービス

[ASR 5500のみ]

orbs

イベントの発生を EMSサーバに通知
します。

ORBEM通知サービス

[ASR 5500のみ]

orbns

このような EMSサーバを登録し、関
連するイベントタイプをサブスクライ

ブします。

イベントが発生すると、関連するコン

トローラタスクが orbs（ORBEM）に
通知し、次にサブスクライブしている

EMSサーバに通知します。

標準ベースのセッショントレース機能

を実装します。

セッショントレース収集タスクsesstrc

CLIとシグナリングベースの両方サブ
スクライバトレースを管理します。ト

レースするメッセージを収集し、必要

に応じてトレースファイルを生成しま

す。必要に応じて、トレースファイル

をトレース収集エンティティにアップ

ロードします。

設定されている場合はインバウンド

SNMP動作を処理し、有効になってい
る場合はSNMP通知（トラップ）を送
信します。

簡易ネットワーク管理プロトコルsnmp

設定されている場合、しきい値超過ア

ラートのモニタリングを処理します。

必要な統計情報/変数をポーリングし、
状態を維持し、しきい値超過のログ

メッセージ/SNMP通知を生成します。

しきい値サーバthreshold
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